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第 27回 

大橋よしひさ 

町政報告会資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とき 8月 25日（土） 午前 10時より 

場所 カルスタすぎと 
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Ⅰ 会期 

6月定例会日程（6/1～6/12）会期 12日間 

 

Ⅱ 一般質問 
 

1, 学校で、地域で子どもをどう守るのか。 

新潟県で発生した女児殺害事件は周辺で不審者情報が寄せられていたが、未然に防ぐことができ

なかった。情報が地域に共有化されれば、事件は未然に防ぐことができたかもしれない。 

Ｑ： ① 危機管理マニュアルの作成状況とその検証は。 

Ａ： 作成が義務づけられており、各学校の実態に応じた危機管理

マニュアルを作成している。また、年度末に見直しを行っている。 

Ｑ： ② 子どもの登下校を見守る人の数は。 

Ａ： 100 名ほどいるが、学校ごとの人数は把握していない。 

Ｑ： ③ 以前、杉戸小学校で作られた立派な防犯マップを見た

ことがあるが、防犯マップの作成状況は。 

Ａ： 平成 23 年度前後に各学校が作成して、校内に掲示した。しか

し、作成には負担が多く、毎年度の更新が難しくなっている。 

Ｑ： ④ 不審者情報の件数は。 

Ａ： 昨年度は 30 件（重複あり）。その多くは声かけ事案である。 
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西小学校が作成した安全マップ。危険な地域が分かりやすく掲載されているが、作

成されたのは平成 18 年と 10 年以上前…。 
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Ｑ： 不審者情報があった地点に防犯灯や注意看板などを付けて

教訓としているのか。 

Ａ： メール配信の他に、保護者向け文書配付などもしているが、

防犯灯を付けるであるとかということは、昨年度はしていない。 

Ｑ： ⑤ 学校が持っている情報を共有化することは。 

Ａ： 地域と情報共有し、地域全体で子どもを守る体制を整備して

いくことはとても重要であると考える。保護者以外にも区長、自

治会長、民生委員、児童委員、学校評議委員、スクールガード

等の学校関係者への不審者情報を含めたメール配信を行って

いる学校もある。 

Ｑ： 前回質問したときより、共有化が進んでいると考えるが、こ

の先の展望は。 

Ａ： かなり地域の方へメール配信が広がってきている。その他に、

300 件以上のホットハウスの方々や祖父母、親戚等も含めたメ

ール配信登録依頼等が考えられるのかなとは感じている。 

学校だけの取り組みでは限界があるので、関係機関と連携して

支援に努めていきたい。 
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2,東武動物公園駅東口通り線の街路灯について 

平成 24 年度に設置されたエコ灯籠を含め街路灯があるが、そのほとんどが点灯しておらず、夜にな

るとあたりは暗くなる。東口通り線は、町の玄関口であり、また防犯の面からも現在の状態は問題であ

ると考える。 

Ｑ： 現状を町はどう考えているのか。 

Ａ： 一定の照度は確保されており、人通りも比較的多いことから、

現時点で防犯灯による新たな防犯対策の予定はない。 

Ｑ： 現状を認識した上で整備するつもりはないということか。 

Ａ： 町全体の防犯灯の設置と比較した場合、新たに防犯灯を設置

する必要性は現時点ではない。 

Ｑ：  30 人にアンケートしてきたが、「明るい」「安全だ」と答える

人は 1 人もいなかったが。 

Ａ： 必要になった場合は、今後町として検討していきたい。 

Ｑ： そんな答えをしたら町民があきれる。 

副町長は今年４月から来たばかりだが、夜の駅前通りを歩い

たか。そして、その感想は。 

Ａ： 若干防犯灯も含め、消えている電灯があるのは認識している。

今後考えていかなければいけない。 

Ｑ： 交通安全の面から見たら人通りの多いところこそ、明るくな

いと危険ではないか。 
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Ａ： 町から無灯火の自転車などは指導をしていきたい。 

Ｑ： 通りを明るくするためには現状では個人所有の街路灯とエ

コ灯籠の明かりを復活させるしかないが、商工観光課の立場か

らどう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ： エコ灯篭については、持ち主が各お店になっていて維持管理

等も各お店でお願いしていることから、商工会を通じて修繕等を

お願いしている。 

街路灯については、まちづくり補助金で街路灯の更新等の提案

はしたが、３分の１が自己負担ということもあり、更新を希望する

商店等が実際にはなかった。 

エコ灯篭 

 

 

 

24 基つけられた。かかったお金は補助金だが

約 1000 万円、現在夜になると 2、3 基しかつい

ていない。 

街路灯 

 

個人の所有となっているので、管理がなかな

かむずかしい。 



7 

 

Ｑ： 現在所有者不明になっている街路灯が何基あるのか。また、

防犯灯のＬＥＤ化を進めているが、ＬＥＤ化する費用は個人でお

金を払うのか。 

Ａ： 所有者不明の街路灯の数は把握していない。LED に換える費

用は各お店にお願いをするという形をとらせていただく。 

Ｑ： エコ灯籠にかかったお金は補助金とはいえ約 1,000 万。その

設置目的は、地域経済の活性化や景観の向上だったはずだが、

これらについての検証はしたのか。 

Ａ： 初めて見る方、これは何だろうということで当初の目的でもあ

る古利根川流灯まつりを通年ＰＲするということはなっている。 

Ｑ： 現状では多くのエコ灯籠が消えている。むしろ逆に足を引っ

張ってしまっているのでは。各自で更新費用は負担するという

約束を守らないのであれば、当時苦労して補助金をとったわけ

で、ちゃんとやってくださいって普通は怒るはずだ。これでは

貴重な税金の無駄遣いになっているのではないか。また、商工

会を通じてと言うが、どういう反応か。反応によっては商工会

に対する補助金を出さなくてもいいのでは。 

Ａ： 修理を強制するのはなかなか難しい。こちらからお願いをする

ということは常にご依頼があればしていくという形をとっている。 
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Ｑ： 宮代町は全ての街灯に明かりがきれいについているが、何

で宮代ができていて杉戸ができないのか。宮代の街灯の管理

の仕方を調査しているのか。 

Ａ： 把握していない。 

Ｑ： 宮代町は街灯を全て商店街が管理して、毎年点検し、修理が

必要なときは電気工事業者にお願いするそうだ。そして、その

費用の一部は商工会から補助されているらしい。ということは、

逆に言えば、杉戸とは違って個々の商店で管理していないから

きれいについている。もう杉戸みたいに個々の商店の力では、

街灯を維持管理できないのではないか。だからこそ、町の責任

で明かりをつける考えはないか。 

Ａ： （町長）今大橋議員が言われたとおりごもっともだと思う。その

中でこれから商工会ともよく相談しながら前向きな形で、何かあ

ってからでは間に合わない、それは自分常に思っているので、な

るべく早い時期に商工会とよく相談しながら明るくしたいと思うの

で、ご理解賜りたい。 

Ｑ： 町民から意見がないとか、防犯灯は区長からの要望でとい

うが、一般の町民にとって自分の地区の区長が誰でとか、どこ

に住んでいるかなんて知らない。それにわざわざお願いをしよ
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うとする人なんてもっと少ない。もはや町にあきれてしまって

物を言えなかったりとか、諦めてしまっていたりとか、話しても

無駄だと言っている人も多い。また、議会の答弁にしても、検討

します、検討しますと言って、その後どうなったかなんて何のレ

スポンスもない。これでは町に関心がなくなってしまうし、もう

疲れてしまう。そういうのは何度も言うが、受け身の姿勢だと

思う。進んでいる自治体は住民のニーズを酌み取って、先手、

先手で事業を進めている。 

区長を通してご要望いただきというが、町民がここに防犯灯

をつけてくれというよりも、先に町が町民の安全のためにここ

に防犯灯とか街路灯とかを設置していくということが本当のま

ちづくりではないか。 

Ａ： 議員の指摘のとおり町が率先して防犯灯なりなんなり見て回

って、ここは必要だとか、必要でないとか考えていくのは非常に重

要なことだ。今後私としても担当課ともいろいろ相談しながら検討

していきたい。 
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② 議員一般質問 

 3 月議会では、12 人の議員が一般質問を行いました。 

 

伊藤美佐子 杉戸町におけるひきこもり支援対策は 

 住民サービスの充実を 

 保育園等における使用済み紙おむつ回収の改善を 

平川忠良 地産地消推進策は 

 防災強化策の進捗は 

 杉戸町魅力発信に繋がる機会に 

須田恒男 ＪＡ店舗再編成における町の対応は 

 新とねっとの取組は  

 もっと知って杉戸町を 

 国際交流の拡大策は 

石川敏子 人口増加策は 

 具体的な子育て支援策について 

 内田保育園跡地の活用を 

阿部啓子 特別養護老人ホームの待機者解消は 

 巡回バスの運行の改善は 

 屏風深輪産業団地周辺整備は 
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原田壽々子 大規模災害による避難所への誘導と避難所生活の運営は  

 中間テスト、期末テストの試験日程にゆとりを 

宮田利雄 防犯カメラの設置は  

 ＪＡ豊岡支店の撤退等について 

 小中学校の学区の将来は 

 中学校の部活の環境について 

坪田光治 町民に有益な情報の共有を  

 他市町との情報交換、交流は 

 セクハラ、パワハラへの対応は 

森山哲夫 西幼稚園の建て替え、エアコン設置は早急に 

 加入者の実情に寄り添った国保行政を 

大橋芳久 学校で、そして地域で子どもをどう守るか 

 東武動物公園駅東口通り線の街路灯について 

窪田裕之 企業版ふるさと納税の活用を  

 南側水路の整備の予定は 

仁部前崇 児童・生徒を守るには 
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 Ⅲ 議案 

 3 月議会では、議案など 8件を審議しました。 

 

番号 議案名 結果 

諮 1 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議なし 

諮 2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議なし 

38 専決処分の承認を求めることについて(杉戸町税条例の一

部を改正する条例) 

承認 

39 専決処分の承認を求めることについて(杉戸町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例) 

承認 

40 工事請負契約の締結について（杉戸町環境センター１号給

じん機更新工事） 

可決 

41 工事請負契約の締結について（杉戸町立中央幼稚園保育

棟改築工事 〔建築工事〕）  

可決 

42 平成３０年度杉戸町一般会計補正予算（第２号） 可決 

43 平成３０年度杉戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 
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第 41 号 工事請負契約の締結について（杉戸町立中央幼稚園保育棟改築

工事 〔建築工事〕） 

 工期は来年 2月 28 日まで。卒園式は新校舎で行う予定。 

 入札は一般競争入札。 

 3 社が入札したが、中村建設株式会社が落札。 

  落札した金額 87,237,000 円は制限価格とぴったり一致。 

 

第 42号 平成３０年度杉戸町一般会計補正予算（第２号） 

 ふわふわドームの修繕工事の実施 756 万円 
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Ⅳ 全員協議会より 

 

【 6月1日（金） 】 

（１） 東武動物公園駅東口通り線の進捗状況等について 

① 平成30年度、東口広場に関する予算は約1億6500万円（宮代町分） 

    ※ 買収地は個人情報のため明らかにできない。 

       事業期間は平成29年から平成35年の間となる予定。 

  ② 町内部分の予定 

  平成30年度 県道区間の検討、「費用対効果」の算出 

     1 宮代部分 （事業開始） 

     2 県道 （街路事業） 

     3 町内部分 （沿道整備街路事業） 

   ③ 開発 

  ・ 通り沿いの開発について 

     ・ コンビニ … 不明 

     ・ 蕎麦屋 … 建てない 

     ・ せんべい屋 … 所有者が立てる 

   ④ 橋の建て替えについては不明 


